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（別表）推進体制の取り組み 

項目 現状 施策の方向性 

１．広報媒体などによる推進  障害者週間の時期にあわせ

て、広報ふなばし１面に障害及

び障害のある人に対する理解促

進のための特集記事を掲載して

います。 

 

掲載内容について創意工夫す

るとともに、市のホームページ

等を活用し、障害のある人への

理解促進を図ります。 

[担当課] 

広報課、障害福祉課 

 

２．精神障害者に対する理解の

促進 

 船橋市精神保健福祉推進協議

会主催のこころの健康セミナー

を年１回開催するほか、啓発用

の小冊子を年１回発行し、精神

障害者に対する理解の促進や精

神保健福祉に関する正しい知識

普及に努めています。 

 また、地域での支援活動者や

家族を対象とした講演会等を開

催しています。 

 

 講演会等の開催により、精神

保健福祉に関する正しい知識の

普及に努めるとともに船橋市精

神保健福祉推進協議会を通じて

精神障害及び精神障害者の理解

の促進を図ります。 

[担当課] 

地域保健課 

３．障害者週間記念事業の実施  １２月３日から９日の障害者

週間の行事として、障害のある

人の作品展やステージ公演など

を盛り込んだ障害者週間記念事

業を開催し、障害及び障害のあ

る人への理解の促進を図ってい

ます。 

 

 障害者週間記念事業を開催

し、その中で身体障害者補助犬

の実演等の内容の充実を検討

し、障害及び障害のある人への

理解の促進を図ります。 

[担当課] 

障害福祉課 
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項目 現状 施策の方向性 

４．交流保育の推進  定期的な交流保育を行うた

め、「船橋市交流保育実施要領」

に基づき、交流保育を行ってい

ます。 

 療育施設の発達支援児と保育

園児が地域の中で育ちあうこと

を目的とした、公立保育園と療

育施設との交流保育を行いま

す。 

[担当課] 

公立保育園管理課、療育支援課 

 

５．地域交流の推進  障害者就労支援施設等が行う

生産物販売や公園清掃、障害福

祉施設等で行われる行事等を通

じ、地域交流を行っています。 

 地域交流活動を推進するとと

もに、交流推進のための広報活

動も推進します。 

[担当課] 

障害福祉課 

 

６．特別支援教育振興大会の開

催 

 特別支援教育振興大会とし

て、合同作品展、合同発表会、

教育講演会を開催しています。 

 特別支援教育振興大会を開催

することにより障害及び障害の

ある人の理解の促進を図りま

す。 

[担当課] 

総合教育センター 

 

７．障害福祉施設等との連携  船橋市障害福祉施設連絡協議

会や船橋障がい者地域福祉連絡

会の会議に出席するなど障害福

祉施設などとの連携を図ってい

ます。 

 意見交換や要望を受けるとと

もに、行政の政策や方針を積極

的に発信していくことで連携を

深めます。 

[担当課] 

障害福祉課 
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８．学校教育における福祉教育

の推進 

 総合的な学習の時間に福祉の

内容を取り上げ、福祉教育に対

する理解を深めています。また、

特別支援学校に在籍する児童生

徒が居住地の小中学校の特別支

援学級や通常の学級との交流を

行っています。 

 総合的な学習や特別活動の時

間において福祉教育の内容を取

り上げるほか、体育行事や文化

行事において交流の場を設けま

す。 

[担当課] 

指導課、総合教育センター 

 

９．生涯学習における福祉教育

の推進 

 まちづくり出前講座や身体障

害者福祉センターの福祉体験講

座の実施により障害及び障害の

ある人への理解の促進を図って

います。 

 市民を対象としたまちづくり

出前講座や福祉体験講座を実施

するとともに、小学生を対象と

した福祉体験講座を実施するこ

とで、障害及び障害のある人の

さらなる理解の促進を図りま

す。 

[担当課] 

障害福祉課、社会教育課 

 

１０．身体障害者補助犬の啓発  身体障害者の円滑な社会活動

を推進するため、身体障害者補

助犬法の啓発を行い、制度に対

する理解と浸透を図っていま

す。 

 広報ふなばしや障害福祉のし

おり、障害者週間記念事業での

身体障害者補助犬の実演などを

通じ、身体障害者補助犬に対す

る理解と浸透を図ります。 

[担当課] 

障害福祉課 
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１１．ボランティアの養成、登

録の推進 

 身体障害者福祉センターの福

祉体験講座や、ふなばし市民大

学校のボランティア入門学科の

講座によるほか、船橋市社会福

祉協議会や船橋市精神保健福祉

推進協議会とも連携してボラン

ティア養成講座を開催するな

ど、ボランティア養成の支援を

行い、ボランティアセンターへ

のボランティア登録を推進して

います。 

福祉体験講座、点字講習会や

手話講習会等を実施するなどボ

ランティアの養成を図り、関係

機関と連携し、ボランティア養

成の支援を行います。 

また、ボランティア活動を推

進するため、ボランティア登録

を推進するとともに、ボランテ

ィア希望者とボランティア派遣

先との調整を行います。 

[担当課] 

地域保健課、地域福祉課、障害

福祉課、社会教育課、各公民館 

 

１２．ボランティア活動の支援  市民活動サポートセンターに

て利用登録団体に打合せスペー

スの提供や情報発信の支援をし

ています。また市民公益活動公

募型支援事業やボランティア団

体等と協力して事業を行ってい

るほか、ボランティア活動に対

しての支援を行っています。 

 市民活動サポートセンターに

おいてボランティア活動を支援

するほか、ボランティア団体等

と協力しての事業の実施や、ボ

ランティア活動に対しての支援

を行います。 

[担当課] 

市民協働課、地域保健課、地域

福祉課 
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１３．障害福祉団体への支援  障害のある人の社会参加や社

会的自立の促進を図るため、障

害のある人の地域社会への参加

や福祉の向上に寄与している、

障害福祉団体が実施する事業を

支援するとともに、活動に要す

る事業費の一部を助成していま

す。 

 

 障害福祉団体の活動に要する

事業費の一部を助成するなど支

援を行い、障害のある人の社会

参加及び社会的自立の促進を図

ります。 

[担当課] 

障害福祉課 

 

１４．障害のある人に関するマ

ーク等の普及及び理解促進 

 障害者団体等が作成する障害

のある人に関するマーク等につ

いて、普及及び理解の促進を図

っています。 

障害のある人に関するマーク

等について、普及及び理解の促

進を図ります。 

[担当課] 

障害福祉課 

 

 

 


